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　 この 報告 書 は 、 日本 自転 車 振 興 会 か ら競 輪 収 益 の 一 部 で あ

る機 械工 業振 興 資金 の 補 助 を 受 け て、 昭和55年 度 に実 施 し

た 「マ イ ク ロ コ ン ピュー タ の応 用 に関す る調 査 研 究 」 の一 環

として と りま とめ た もの で あ ります 。
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1、 概 説

、 ・}

;・ 　 ∫
.

　 プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語PASCALは 、　 ALGOLの 精 神 を受 け継 い だ 言 語 と し て 、　 Prof.Dr.

NiklausWirthに よ っ て1968年 に 設 計 さ れ た(標 準PASCAL)。 実 際 の コ ン パ イ ラ ほ

1970年va　 CDC6000上 で 実 現 され 、 以 後 、 他 機 種 に 対 し て の 移 植 を 目 的 とす るPASCAL

-P]、P2
、　 P　3、　 P　4コ ン パ イ ラ が 開 発 され た 。

　 一 万 、 マ イ ク ロ コ ジ ピ=一 夕上 で 走 るPASCALほ 、1978年 にKenneth.LBowle　 s　vc

よ っ て開 発 され た 。 こ の シ ス テ ム は 、UCSD　 PASCALシ ス テ ム と呼 ば れ 、64Kバ イ トの 主

記 憶 と フ ロ ッ ピ ー デ ィス ク だ け の 非 常 に 小 さな 環 境 の 中 で 動 作 可 能 と した 点 が 画 期 的 で あ る。

　 MCC　 PASCALは 、　 P4コ ンパ イ ラ を ベ ー スK、8080相 当 の マ イ ク ロ プ ロセ ッサ 、64

Kバ イ トの 主 記 憶 、 フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら構 成 され る シ ス テ ム のCP/M上 で 走 る こ と を 可 能 に す

る と と もva、 言 語 仕 様 と し1い くつ か の拡 張 を 行 い、 ま た 、 シ ス テ ム と し て8080へ の ト ラン ス レ

ー タ を 備 え るな ど ユ ー ザ に と っ て か な り使 い 易 い シ ス テ ム と な
っ て い る。

*

*

*

Niklaus　 Wirt ,h:Institut　 fur　 Informatik　 KTHZ'Urich

Kenneth　 L　 Bowles:Institute　 for　 Information　 Systems　 Univer

sity　 of　 Califcrnio　 at　 San　 Diego

UCSDPASCAL:Tread　 mark　 of　 the　 Regent　 of　 University　 of

California
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1・1　 機 器 構 成

MCC　 PASCALを 使 用 す るた めの ・・一 ドウ ・ア構 成 を示 す。

CPU　 Z80A

ALU　 951

イ ニ シ ャ ル

プ ロ グ ラ ム ・ ローダ

2Kバ イ トROM

○

FLOPPY　 DISK

－2－ t



1・2　 ソフ トウ エ ア構成

本 シス テ ムの ソ フ トウ ェアは次 図 の とお り構 成 され てい る。

,

θ

Pコ ー ド ロ ー デ ィ

ン グ モ ニ タ

ー ー ー 一 一 一 一 ー ー ー ー ー ー 一 「

　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 1

　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 1

Pコ ー ドー8080

イ ン タ ー プ リタ

PASCAL

コン〃くイ ラ

ク ロス ・リファ レンス

ユ ー テ ィ リテ ィー

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Pコ ー ドー8080

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ネイテ ィブコー ド・トランス レータ

'

L___________ _________一_____ ________」

▲
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(1)　 PASCAL　 　Pコ ー ド　 コ ンパ イ ラ

　 　 PASCAL　 Pコ ー ド　 コ ンパ イ ラ(以 下 コ ン パ イ ラ)は,　 MCC　 PASCAL文 法 に 従 っ て 記

　 述 さ れ た ソ ー ス ・プ ロ グ ラ ム をPコ ー ドに 変 換 す る プ ロ グ ラ ム で あ る 。

o
O _　 　　　　PASCAL　 　 　 　 　-

　 　 　 　 　 　 Pコ ー ド　コ ンパ イ ラ

PASCALソ ー ス プ ロ グ ラ ム

o
O

Pコ ー ド `

　コ ンパ イ ラは,大 き く分 け て,構 文解 析 部,意 味 解 析 部,コ ー ド生 成部 か ら成 る。

散 解 析 部 は,・ 一 ス …'・ グ ラ・か らテ キ ス トを ・文 字 つ つ読 み 取 り,PASCAL願 ・ ・

一に基 き文 法 の チ ェ ックを行 う。

意味解析部では,散 解析部でチ.ッ クされ焔 文の意味つげを行う.鰍 づけされた文は・

コー ド生 成 部 で,Pコ ー ドに変 換 され 出力 され る。
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コ ン パ イ ラ の 論 理 構 成

エ ラー

メ ッセージ

(注)1

〔エラールチン〕 〔字 句解 析 部 〕

エ

ラ

|

メ

ッ

セ

|

ジ

の

出

力

ぐ
ソース テ キス トの読 み こみ

単 語 分 け作 業

テキス ト

◆
ノ、ッ フ ァ

`

ソ ー ス

(PASCAL・

テキス ト)

〔構文解析部 〕

　 4

「

へ

■

→

」　 (2BLOCK)

仁

構 文 の認 識
シンボルテーブル作成
他の構成部の制御

シンポ〉レ

テーフンレ

構文則の非終端記号に
対応する専用の手続き
群

` `

記

号

の

読

み

と

ば

し

邑

　 〉
ぐ

シンボルテー

ブル の調 査

調査 に も と
つ く判 断⊂

Pコ ー ド生成

　及 び

そ の 出力

1●

↓〔コー ト生成部 〕　 　〔意味解 析部 〕

コー ドバ ッフ ァ

(1300バ イ ト)

デ ィスク
◆

バ ッフ ァ

オ ブ ジ ェク ト

(P・ コー ド)

一 一

(1BLOCK)

BLOCK=512パ イ ト

一5一



(2)Pコ ー ドー8080イ ン ター プ リタ

　 　 コ ンパ イラか ら出 力 され るPコ ー ドは,仮 想 され た ス タ ック ・マ シ ンの機械 語 で あ る。 従 って

　 Pコ ー ドを直 接 実行 で き る機 械 は数 少 く,ほ とん どの機 械 では,Pコ ー ドを解 釈 実行 す る機 械 を

　 プ ・ グラ ムで行 わ なけれ ば な らない。 この よ うに,Pコ ー ドを解 釈 実行 す る プ ログ ラ ムをPコ ー

　 ド ・イ ンター プ リタ と呼 ぶ 。

.

P－ コー ド ・イ ン ター プ リタ

↓　 ヒ_プ

↑　 ス タ ック

Pコ ー ド

↑LOW　 ADDRESS

↓HIGH　 ADDRESS

　 　 Pコ ー ド ・イ ンター プ リ タは,Pコ ー ド解読 部 と各Pコ ー ドに対応 した 実行 部 で構 成 され る。

　 解 読部 は,仮 想 マ シ ンの命 令 カ ウ ンタ(IPC)の 指 すPコ ー ドを取 身,そ の コー ドに対 応 した実

　 行 ルー チ ンに制御 を渡 す。 実行 部 は,そ の コー ドに 対応 した機 能 を果 し,制 御 を解 読 部 に返 す。

(3)　 Pコ ー ドー8080ネ イテ ィブ コー ド 　トラ ンス レー タ

　 　 トラ ンス レー タは,Pコ ー ドを入 力 と して,そ れ に等 価 な8080機 械語 の並 び を 出力 す る。

　 　 トラ ンス レー タは,2パ ス方 式 を とb,パ ス1で 飛び 先番 地 テ ー ブルの作 成 及 び局 所 最適 化 を

　 含 ん だ命 令 カ ウ ンタの 計数 を行 い,中 間 コー ドを生 成す る。.パス2で は,パ ス1で 生 成 され た 中

　 間 コー ドを入 力 と して読 み,番 地修 正 な どの加 工 を行 い,8080機 械 語(ネ イテ ィブ ・コー ド)

　 を 出力 す る。

　 　 トラ ンス レー タで 生 成 ざ れた機 械語 は,ラ ン タ イム ・ノレー チ ン を付 加 して実行 可 能 と なる。

皿

○ －

Pコ ー ド

パ ス1 一 パ ス2

中 間 コ ー ド
8080機 械 語

(4)　 Pコ ー ド 　 ロニ デ ィ ン グ 　 モ ニ タ

　 　 ロ ー デ ィ ン グ ・モ ニ タ は,CP/MのCCPと イ ン タ ー フ ェ イス を と り,仮 想 ス タ ッ ク ・ マ シ ン

　 の 初 期 化Pコ ー ド又 は ネ イ テ ィ ブ ・コ ー ドの ロー ド と,ラ ン タ イ ム ・ノレー チ ンの 付 加 を行 う。

　 　 ロ.一 デ ィン グ ニモ ニ タ は,Pコ ー ド ・イ ン タ ー プ リ タ と 同 居 し て お り,　 Pコ ー ド実 行 時(イ ン

　 タ ー プ リ タ に 制 御 が 移 っ た 時)に,フ リ ー ・エ リア と し て 解 放 され る。

一6一
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↑　LOW　 ADDRESS

]・ 一ブ

↓HIGH　 ADDRESS

(5)　 リンカ

　 　 リ ン カ は,分 割 して コ ンパ イ ル され た複数 の プログ ラ ムを結 合 し,一 本 の完 成 された プ ログ

　 ラム,(Pコ ー ド ・フ ァイ ノレ)を 生 成 す る。

　 　 リ ン カは,分 割 コ ン パ イル され た 手続部 分 共通領 或 の参 照 オ フセ ッ ト,JUMPオ フセ ット,

　 プ ロセ ジ ャ ・デ ィク シ 。ナ リの 書 き替 を行 い一 本 のPコ ー ド ・フ ァイ ル を出 力す る。

a

○

ホ ス ト コ ー ド

ユ ニ　ッ　　ト　コ ー 　ト・

二Lニ 　ッ　　ト　コ　ー 　　ト・

ホ ス ト

ユ ニ ッ ト

ユ ニ ッ ト

"　 リ　 ン　 カ　 ー

一　 〇

　 〇
一

リ ン ク ・ コ ー ド
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1・3　 シ ス テ ム の 起動

(1)本 体 の電 激釦 をONvaす る。　 　 　 '

　 (電 源 ラン プ及 びRUNイ ンジ ケ ー タが 点灯 す る。)

② 　 CRTの 電源 釦 をONに す る。

　 (電 源 イ ン ジケ ー タが 点 灯 す る。)

(3)上 段 の フ ロ ッピー デ ィス ク ・ドラ イ ブ(以 下 ドライ ブA)に 、CP/Mデ ィスケ ッ トを挿 入す る。

　　 フ ロ ッピー ・デ ィス クは、 表 を上 に して挿 入 す る。

　 (READYイ ン ジケ ー タが 点 灯す る.)

(4)IPL釦 を押 下す る とCP/Mの ロー ドを 開 始す る。

(5)CP/Mの ロー ドを完 了 す る と、 デ ィス プ レイ上 に サ イ ンオ ン ・メ ッセ ー ジ及 び プ ロン プ ト'ラ

　 イ ン　 A>　 が表 示 され る。

▲

㈲ ② 〔1)　 (4)

=

○

1.4　 コ ンパ イ ル操 作

(1)CP/Mエ デ ィ タ を 使 用 し、　 PASCALソ ー ス ・プ ロ グ ラ ム を 作 成 す る。

作 成 した ソ ー ス ・プ ロ グ ラ ムは 、lPAS

　 例

　 　 A>ED　 SAMPLE.　 PAS

を第 二'識別 名 と して持 つ フ ァイル とす るこ と。

(2)JOB・ マ ン ドで、　PASCAL・ 一デ ・ング ・モ ニ タ と コンパ イ ラを呼 び 出す ・

　　 　 　 A>PASCAL△COMPILER

〔3)・ ンパ イ ラ嗅 行 が移 ると、 入tW]フ ・イ ・レ及 び リステ ・ ング機 器 の指定 を要 求 す る プ ロン プ ト

　 が 表示 され る。

　 　 要 求 に 従 い、 キ ー ・ボ ー ドか ら ソ ー ス ・フ ァイ ル 名、 オ ブ ジ ェク ト ・フ ァ イ ル 名、 リス テ ィ ン グ ・

　 フ ァイル 名 の指 定 を 行 う。

、

`
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例

　 　 WHAT　 TEXT　 FILE

TO　 WHAT　 CODE　 FILE

TO　 WHAT　 LIST　 FILE

SAMPLE.　 PAS/

SAMPLE.　 PCD/

CON .

前 記 例 で は、PASCALで 書 か れ た ソ ー ス ・フ ァ イ ル'SAMPLE.　 PASlを 入 力 と し、

lSAMPLE .　PCD1をPコ ー ド ・オ ブ ジ 。ク ト ・ フ ァ イ ル と し て 出 力 す る。

コ ンパ イ ル ・ リス トは 、 最 後rc指 定 され たCONSOLEに 出 力 され る。

罐

100H

4900H

D400H

F200H

FFFFH

Pコ ー ド ・

イ ン タ ー プ リ タ

PASCAL

コ ン パ イ ラ

BDOS

BIOS

コ ン パ イ ル 時 メ モ リ ・マ ッ プ

1・5　 トラ ンス レー ト操 作

(1)pASCALコ ンパ イ ラで 作 成 さ れ た1Pコ ー ド1を8080の 機 械 語va変 換 す る。

(2)JOBコ マ ン ドで トラ ン ス レ ー タ と被 変 換Pコ ー ド ・ フ ァ イル を 指 定 す る。

　 　 例

　 　 　 A>TRNSLT　 SAMPLE.　 PCD/

(3)指 定 し たPコ ー ド フ ァイ ル を 入 力 と し て 読 み 込 み 、Pコ ー ド ・フ ァイ ル と 同 じ フ ァイ ル 名 に 、 第

　 二 識 別 名lNTV1を 付 け た ネ ー テ ィ ブ ・コ ー ド ・フ ァ イ ル を 出 力す る。

　 　 　 　 　 　 × × ×.PCD　 　 　 　 　 　 　 　 　 　× × × ×.　 NTV　 　 　 　 　 　
-一 ー ー ー 一 一 や 　 トラ ン ス レ ー タ

ー9一



　 　例 では、SAMPLE.　 PCDを 入 力 フ ァイル と し、　 SAMPLE.　 NTVを ネー テ ィブ ・コ ー

　 ド・フ ァイル と して 出力 す る。

　 1・6　 Pコ ー ドの 実 行 操 作

(1)PASCALロ ーデ ィン グ ・モ ニ タ と実 行す べ きPコ ー ドフ ァイル を呼 び出す。

　 　 　 A>PASCAL　 SAMPLE.　 PCD/

1・7　 ネ ー テ ィ ブ ・ コ ー ドの 実 行 操 作

(1}RUNタ イ ム ・ル ーチ ン と実 行 す べ きネ ーテ ィブ ・コ ー ドフ ァイルを呼 び出 す。

　 　 　 A>PASCAL　 SAMPLE.　 NTV/

1.8　 リ ン カ ー の 操 作

(1)分 割 コンパ イル され たPコ ー ドを結合 し、 実 行 可 能 なPコ ニ ド ・フ ァイル を作 成 す る。

　 　 　 A>PASCAL　 LINK.　 PCD/

② 　 プ ロ ン プ トに従 い、 メイ ン ・プ ログ ラム ・フ ァイル 名及 び 出力 フ ァイル名 を 指定 す る。

　 　 　 WHAT　 MAIN　 FILE:SAMPLE.　 PCD/

TO　 WHAT　 LINKED　 FILE　 GO.PCD∠

1・9　 ク ロ ス ・ リ フ ァ レ ン ス 出 力 操 作

(1)PASCAL、 ソー ス ・フ ァイ ル を入 力 し、 ク ロス ・ リフ ァレンス ・リス トを 出力す る。

　 　　 A>PASCAL　 CROSREF.　 PCD/

② 　 プ ロンプ トに従 い入 力 フ ァイル を指 定 す る。

　 　 　WHAT　 TEXT.　 FILE:SAMPLE.　 PAS/

(3)出 力 として、 左 か ら順ua、 名前、 定 義 した行番 号 、 参 照 してい る行番号 を 印字 す る。

　 　 〈 名 前 〉　 〈 定 義 行 番号 〉　 〈 参 照 行番 号〉 　 〈 …… 〉

1
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　　 2、MCC　 PASCAL言 語 仕 様

2.1　 文 　 法

　 MCC　 PASCALは 、　 Kathleen　 Jensen&NiklausWirthのtPASCAL

USER　 MANUAL　 AND　 RERORTIに 記 さ れ て い る 標 準PASCAL　 vc　reじ る。

　 2.　2以 降 で は、MCC　 PASCALで の 制 限 、 及 び 拡 張 に つ い て 記 す 。

2.2　 制 　 限

2.2.1　 整 　 数

　 　 整 数 型 の と り得 る 値 の 範 囲 は 、16ビ 。 ト(-32768～32767)と す る。

2.2.2　 実 　 数

　 　実 数 型 の と帰 る値 の範 囲は 、32ビ 。 ト(土3.、 。28× ・・±i9と す る。

　 　実 数 型 の 入 出 力は、 有 効 桁6け たの をE型 表現 とす る。

2.2.3　 Set型

　 　 Set型 で、 扱 い得 る要 素は、4,080と す る。

2.2.4　 動的 メモ リ割 り付 け

　 　動 的 メモ リ割 り付 け ば、MARK及 びRELEASEに 依 る。

2.2.5　 GOTO

　 　 GOTOは 、 同一 プ ロ 。ク内 の ラベ ル に対 して のみ有 効 とす る。

2.2.6　 手 続 き及 び 関数

　 　手 続 き、 または 関 数 の 引数 と して、 手続 き名、 関数 名 を引 き渡 す こ とが で きない。

2.3　 拡 　 張

2.3.1　 ラ ンダ ム ・ア クセ ス ・ファ イル

　 　デ ィス ク ・フ ァイル 内 の特 定 レ コ ー ドに対 し、 フ ァイル ・ポ イ ン タを セ ッ トす る標準 関ミピSEEK　 l

　 を備 え てい る。

　 　 SEEKは 、 引数 と し て フ ァイル 名 とレ コー ド番 号 を もつ。

　 　 　 　 　 　 　　 SEEK(フ ァイル 名、 レコー ド番号)

　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　-11一



　 フ ァイル 名 で指 定す るフ ァイルは 、Structureで 定 義 され た もの で あ る。 レ コー ド番 号 は、

整 数型 であ り0か ら数 え る。

　 SEEK動 作は、 フ ァイル 名 で指 定 され た フ ァイル の ファ イル ・ポイ ン タを レ コー ド番号 で指定

した レコ ー ド位 置 に変 更す る。 した が っ て、SEEKに つづ くPUT、 　 GETで 要求 した レコ ー ド

に対 しアク セ ス で き る。

　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 SEEK(FIB、5);

　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　GET(FIB);

2.3.2　 Case文

　 　 Case文 の選択 子 が、 い ずれ の ラベ ル であ る定 数vaも 該 当 しな い時 、 エ ラー を発 生 させ ず に次 の

　 ス テ ー トメン トを実 行す る。

2.3.3　 分 割 コ ン パ イ ル

　 　 MCC　 PASCALで は、 メイ ン ・プ ロ グ ラムか ら呼 ぶ 手続 きの一 部 を,メイ ン ・プ ログ ラムの

　 フ ァイル と異 な った フ ァイル と して コ ンパ イル す るこ とがで きる。

　 　 分割 コ ンパ イル を 行 うため に、 メイ ン ・プ ログ ラム側 の フ ァイル と、 呼 ば れ る手続 側 の フ ァイル

　 で最 小限 の情報 を書 く必要 があ る。 この 情報 は、 リ ンカ情報 と して コ ンパ イ ラか ら出 力 され 、 リン

　 カに よ って単一 セ グ メ ン トの 実 行可 能 なPレ コー ドを完 成 させ る。

　 　 メ イ ン ・プ ロ グ ラム側 で は、 外部 手 続 き名 とそれ らを 含む ファイル 名 をlUSEIで 宣 言す る。

　 この宣 言は、 プ ログ ラム ・ヘ ッダー の直 接 に書 か な くては い けな い。

　 　 外 部 手続 き側 では 、 メ イ ン ・プ ログ ラムで呼 ば れ る手 続 き名 と、 そ の フ ァイ ル名 を,UNITI

　 及 び1HEADER'で 宣言 の後 か らTBODY1と'END1で 囲 まれ た ブ ロ ックの 中 に各手 続

　 きを記 述 す る。

　 〈 メイ ン ・プ ログ ラ ム側 〉　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 <外 部手 続 き側>

　 　 　 　PROGRAM　 プ ログ ラム 名;　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 PROGRAM　 プ ログ ラム名;

　 　 　 　 　tJSE　 フ ァイ ル 名;　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 UNIT　 フ ァイル 名;

　 　 　 　 　 　 　 　　手 続 き名;手 続 き名;　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 HEADER

　 　 　 　 　 　 　 　　 　 :　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 手続 き名;

　 　 　 　 　 　 　 　　手続 き名;　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .

　 　 　 　 　 USE　 フ ァイル 名;

　　　　　　　　　手続き名、　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 手続き名;

　　　　　　　　　　 :　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 BdDY

　　　　　　　　　手続ぎ名　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　　　　　 ～

　　　　　 END;　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 各手続き

　　　　　　　　　　 ～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 c　　　　　　　　　ブ
ロック　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

　　　　　　　　　　 ～

　　　　　 END.　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 END.
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　 1・ プ ロ グ ラ ム

・プ ログ ラム(仕 事 全体 を記 述 す る)　 　 　 ,

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 r-一 プ ログ ラ ムで使 用 す る フ ァイル 名

　　　　　　　　　　　　　　 1(MCC　 PASCALで 臆 味を持たなL・.)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

PROGRAM 、

　 　 　ブ ロ ック

　 　 　 1　 　 　 　 　 　 」 一 ーー一一プ ロ グ ラ ム の 名 前

　 　 　 |

　 　 　 L-一 一 ー一一ープ ログ ラ ム の 最 後 は ピ リオ ド

名　 前(定 数 ・型 ・変 数 ・手 続 き ・関 数 な どを表 わ す)

英字または数字2　 英字または数字3… …

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一(コンパ イ ラは8文 字 ま で判読)

ブ ロ ック(プ ログ ラムや 手 続 きな どの本 体 を記述 す る)

〔名 札 の宣 言部 〕

〔定数 の定 義部 〕

〔型 の定 義 部 〕

〔変 数 の定 義 部 〕

〔手続 き ・関数 の宣 言 部 〕

BEGIN　 文1'

　 　 　 　 　 　 文2;

END;

名札 の宣言 部(名 札 を ブ ロ ック のな か で用 い る こ とを宣言 す る)

ー
ー

し

コ

⊥一一 プ ロ 。ク のな か で用 い る名札 は必 ず宣 言 す る

名 札(GOTO文 で行 先 を 表 わす)

数 字1,数 字2,… … …;

一14一
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定 数 の定 義 部(名 前iが 定 数iを 表 わす もの であ る と定義 す る)

CONST

　　　　　　　　l　　 i
　　　　　　　　 」　　　　　」定数名

型の定義部(名 前iが 型iを 表わすことを定義する)

名 前 一 定 数1;名 前 一 定 数2;'　
,

⊥一 定 数(符 号 が付 い て も よい)

TYPE 名 前=型1;名 前2=型2,… … …
　 　 　 1　　　　　　　　　　　　　　 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・　　　　　　　　　　　　l　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 l　　　　　　　　　　　　
l　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L　 　 　 　 　
一 ー一型

変 数 の宣 言 部(ブ ロ ックで用 い る変 数 名 を宣 言 す る)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 変数 名
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　1

　　　　　　　　　　…
VAR　 名前1、 名前2… …:型;

　　　　 名前2、 名前2… …:型;

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　 L-・ 変数の型を指定する

手続き・関数の宣言部

　　　　　 (ブ ロックで用いる手続 きと、関数を宣言する)

手続 き・関数の宣言

手続 き・関数の宣言

　　　 ;
　 　 　 L

手続きの宣言

手続きの宣言または関数の宣言

PROCEDURE 名前 〔仮引数の宣言部 〕
　 　 　 　 1

ブ ロ ック;

関数の宣言

　　　　 }　　 　　 　　 　　 ,
　　　　 L-一 引数を持つ手続きには仮引数の宣言部をつける

関数名　　　　　　　関数値の型
　 ,`　　　　　　　　　　　　　　∫

FUNCTION

　 l　　 　 　　 　 　　 　 　 I

名 前 〔仮 引数 の宣言 部 〕:型 の名:ブ ロック;

　 　 　 　 1

1
」一一 引数 を持 つ 関数 には 仮 引数 の宣 言 部 を つけ る

　 　 　 一15一



仮引数の宣言部

(仮 引数 の宣 言1,仮 引 数 の宣 言2.)
　 　 　 '

仮引数の型や結合のしかたな どを指定する

名 前1、 名 前2… …:型 の 名

PROCEDURE'名 前1、 名 前2,

2.定 　 数　 型

定数(数 または文字例)

値の置換えをうける仮引数

変数の置換えをうける仮引数

関数の仮引数

手続 きの仮引数

〔符号 〕　 符号のない数

〔符号 〕　 定数名

定 数 名 が数 を表 わす とき には符号 が つ い て も よい

1文 字例 定数

符号のない数

数 字1、 数 字2… ・… ・数 字n

数 字1、 数 字2… ……数 字n

整数型の定数

実数型の定数

数 字1・ … ・・数 字m・ 数 字m+1… … 数 字 ・

文字列定数

　　　 '文字'

'文 字1　 文 字2… …文 字n' n文 字の文字列の型の定数

l

L-一 ー一文 字(列)が'を 含 む と き には'を2つ 続 け る

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一16一
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4

符量

指数部

E〔 符号 〕数 字1… …数 字p

単純な型

　　　型の名

(名 前1、 名 前2,… …)

定 数1… 定数2

標準 の型 の名、 あ るい は型 の 定義 で定義 され た 名 前

名 前iを 値 と して持 つ列 挙型

定 数iの 型 の一 部 を 値 とす る範囲型

単純な型

「

ー

1

丁一配 列の 添 字 の型
1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

〔PACKED〕ARRAY〔 単 純 な型1、 単 純な型2,… 〕OF型; 配列型

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 :
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ホ

　 　 ト　 　 　 詰 め た型 は 記 憶 場所 を節約 す る　 　 　 　 　配 列要 素 の型

　 　 L　 　 　 　と くにPACKED　 ARRAY〔1・ ・ln〕OF　 C]H.AR(n旦2)

　 　 　 　 　 　 は 文 字列 の型

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し:i

RECORD欄 の 並 び　 END,　 　 レ コー ド型
　 　 　 1

　　　 1
　　　 1　　　　　　　　　　 欄を識別する名前と欄の型を並べる

SET　 OF単 純な型,　 　 集合型　　　　　 　 ,_
　 　 　 　 　 　 　 コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テ

　　　　　　　 l

　　　　　　　 l　　　　　 集合の要素の型　一.
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　　　FILE　 OF　 型;　 　 ファイル型
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　エ

　　　　　　　　　　　L　 　　　ファイルの要素の型

[1型 の名一]参 照型
　　　　 …

　　　　 L__参 照する対象の型

欄の並び

　　　不変欄1、 不変欄、、… 可変部を』 ・綱 の並び

見 出 し欄OF可 変 欄;可 変欄;・ ・…

不 変欄1;不 変欄2;… …;

CASE　 見 出 し欄 　 OF可 変欄 】

不変欄

〔名 前1、 名前2ピ … ・

一 一欄 の 型

型 〕

見出し欄

ー

-

-

,

L

欄の名

「一一… 可 変部 の欄 を 指定 す る欄 の 名

1

可変欄

名前 型の名 「
エ

1一可変部を選択する型

〔定 数1、 定 数2,…:〔 欄 の並 び 〕 〕

ー

l
l

l
l

」 見出し欄で指牢 された型の定数

　 　 　 　 　 一18一
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3.文

文　　　　　　　 "

　　〔名札;〕 単純な文

　　〔名札;〕 構造をもつ文

　　　 :
　　　 |　　　

一文ー一名札:の ついた文へはGOTO文 によって制御が移ることがある

単純な文

　　　変数:=式
　　　　　　　　　　　 代入文

　　　関数名:=式

　　　　 1
　　　　 l　　　　

L-一 ー一関数の値を定めるために式の値を代入する

　　　手続き名

手続 き名(実 引数1、 実 引数2…)

GOTO

闇

1
1
L　 　　　　　 引数を持つ手続 きには実引数を与える

名札;　 GOTO文

　1
　I

　l　　　 名札のついた文へ制御を移す

　 空 文(文 の あ るべ き ところ に何 もな い)

構造をもつ文

BECIN文1,文2,…END,

tF式 　THEN文1　 ELSE文2;

式

'
L

FI THEN文;

複合文

　　 IF文

　　 IF文

論 理値 を と る式

　 　 　 　 　 　 一19一



CASE式

END;

OF　 見 出 しつ きの文1

　 　 見 出 しつ き の文2

　 　 　 　 　 　 1

CASE文

WHILE式
DO　 文

　　 式の値。、。て翻 。旭 文

　　　　　　　　　　　　　　 WHILE文

論理値をとる式

REPEAT　 文1、 文2 …UNTIL式
　 　 　 　 　 　 1

ト

L-・ 論 理 値 を と る式

FOR　 変数 名:一 式1　 TO式2　 DO　 文

FOR　 変 数 名:声 式1　 DOWNTO式2　 DO　 文

i　　　　　　 ,

同じ型の式

,PEPEAT文

FOR文

WITH 変 数1、 変 数2,… …DO文
　 1

レ コー ド型 の変 数

WiTH文

見出 しつ き の文

〔定 数1、 定 数2,・ … ・文 〕
　 ,

CASE文 の式 と同 じ型 の定 数

↓

実引数

式

変　　数

手続 き名

関 数 名

値 の置 換 えを行 な う引数'

変 数 の置 換 えを 行な う引数

.手 続 きを移 す 引数

関数 を移 す 引数

　 　 　 　 　 　 　 　 一20一
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.　 4・ 変 数 ・ 式

　 　変 数

　　　[変数名]全 変数

　 　 　 　 変数 〔式 】、 式2,　 〕

　 　 　 　 　 　 　 　 `　　　'　　　1　 　 　 　 　 　 　 　 1　　　　　　　
1

　 　 　 　 　 　 　 　 1　　　　　　 1
　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　コ

　　　　　　　　L-一.一一 配列の添字の型の式

　　　　　　　　　　 レコード型の変数

　　　　 変数　欄の名　　　欄指定

　　　　　　　　　　　　　 レコード型の変数

　　　[憂]　 ・・イルの窓

　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　ファイル型の変数

闇
　　　　　|

　　　　　L　 　　 　 参照型の変数

工

　　　　単純な式

単純な式　関係演算子　単純な式 式の型は論理型になる

単純な式

　　　　　　　 整数型、実数型の項には符号がついていてもよい

　　　〔符号 〕項

単純な式　加法演算子　項

1

!
一 一 一〔符 号 〕項1 加法演算子1　 項2　 加法演算子2　 項3…

　 　 -21一



亙

因 子 .

変数

符号のない定数

(式)

関数呼出し

符号のない定数

因子1　 乗法演算子　因子2　 乗法演算子2　 因子2… …

因子は論理型

関数呼出し

文字型あるいは文字列の型の定数

定数の定義 ・列挙型にあらわれ る定数名

参照型の定数

集合

関数 名(実 引 数1、 実 引数2

引数を持つ関数には実引数を与える

〔集 合 要 素1、 集 合 要 素2,… 〕

一22一
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!

集合要素

　　　式

　　　式1… …

関係演算子

　整数型

(の範囲型)

式 の値で表わされる一つの要素　　　　　　　　　'

式2　 　　式]の 値以上で、式2の 値以下のすべての要素

　　実数型　　文字型　　論理型　　列挙型　　文字列の

　　　　　　(の 範囲型)　 (の範囲型)型

集合型　　参照型

= ○
1　 0

○ ○ ○ ○ ○ ○

≠ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

< ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

≦ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

〉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

≧ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

　上の表の○印以外の型には関係演算子は使えない

巨]・ 集合の要素の型の式国 ・集合型の式」として用い。

加法演算子

[]
　　　　 整数型(の 範囲型)・ 実数型の和

　　　　 集合型の和集合

　　　　 整数型(の 範囲型)・ 実数型の差

口　　　　 集合型の差集合

口
　　　　 (整 数型と実数型の混合計算も許される)

　　　　 論理型の論理和

一23一



乗法演算子

[叢 誌 雛 型は数糎
　　　　　 整数型(の 範囲型)・ 実数型の商(結 果は実数型)口　　　　　　(整 数型、実数型の混合計算も許 される

巨]灘 ・噸 型・の商・結果噸 型・

匝]整 数型・噸 型・の剰余

[]論 理 の蹴

標準要素

標 準 ・型 名

　 INTEGER

　 REAL

　 CHAR

　BOOLEAN

　 TEXT

標 準 ・定 数 名

　 FALSE

　 TRUE

　 MAXINT

標 準 ・変 数 名

　 INPUT

　 OUTPUT

標 準手 続 き

　 GET

　 PUT

　 RESET

　 REWRITE

　 READ

　 READLN

　WRITE

整数型

実数型

文字型

論理型

テキス トファイル型

　　論理型の値　 「偽」

　　　　 〃　　　 「真」

整数の最大数(=32,767)

入 力 フ ァイル

出 力 ファイル

入 力

出 力

入 力準 備

出 力準 備

テ キ ス トフ ァイルか らデ ー タ を読 み込 む

　　 　 〃　 　 　 の1行 の終 りまで読 み込 む

　　 　 "　 　 　 に デ ー タを書 き出す
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ー

-

`

.

λ

　 WRITELN

　 PAGE

　 NEW

　 RELEASE

標 準 関数

　 ABS

　 SQR

　 SIN

　 COS

　 EXP

　 LN

　 LOG

　 SQRT

　 ARCTAN

　 ODD

　 EOF

　 EOLN

　 TRUNC

　 ROUND

　 ORD

　 CHR

　 SUCC

　 PRED

特殊要素

テ キス トフ ァイル の1行 の 出力 を行 な う

　　 〃　　 　　 　 で改 頁 を 行な う

動 的 な 変数 を生成 し、 参 照型 の変数 に値 を与 え る

　　 〃　 　 を消去 す る

絶 対 値 関数

平 方 関数

正 弦 　〃

余 弦 〃　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

指 数 〃

自然対数

常用対誠

平 万根 関数

逆 正 接 〃

奇 の と き 「true」 の値 を とる

フ ァイ ルが終 了の と きva「true」 の値 を と る

テ キス トフ ァイル が行 の終bの ときva「true」 の 値 を とる

実 数型 デー タ を切 り捨 て て整数 値 に変換 す る関 数

　　 〃　 　 を四 捨五 入 して　 　 　 〃

順 序 数 を与 え る関 数

整 数 値 に対 応す る文 字型 の値 を与 え る関数

列 挙型 デ ー タで一 つ 後 の 値 を と る関数

　　 　　 〃　 　 　 前 　 　 　〃

特 殊 手続 き

　 SEEK　 　 　　 　 　 ランダ ム ・フ ァイル 　アク セス

特 殊 関係

　 BLKREAD　 　 　デ ィスク ・ファイルN〔BLOCK〕 の読 み 込 み、 結果 正 常=N(:INTEGER;)

　 BLKWRITE　 　 　 　 　 　 　 　 　〃　 　 　 　 　 　 　 の書 き 出 し　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〃

　 IORESULT　 　 I/0機 器 アク セス が正 常 に行 なわ れた か 、結 果正 常=0　 (lINTEGER)

　 MEMORY　 　 　 現 時 点 で の メモ リー使 用可 能 な量 〔WORD〕 　 (:INTEGER;)

example

　 FUNCTION　 MEMORY:INTEGER;
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END;
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